
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年 ５月１日（水）～ ５月１０日（金） 
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令和６年度 

中津市介護支援専門員協会 

総会資料 



中津市介護支援専門員協会 
 

総 会 次 第 

 

１．来賓挨拶 

中津市介護長寿課 課長 加来 由尚 氏 

 

２．議事 

 

       第 1号議案  令和５年度事業報告 

第２号議案  令和５年度決算報告並びに会計監査報告 

第３号議案  役員改選 

第４号議案  事務局の設置  

第５号議案  令和６年度事業計画 

第６号議案  令和６年度会計予算 

        

 

 

基調講演 ハイブリッド 令和 6年 5 月 16 日（木） 

   

基調講演 18：30～20：00 （18時～受付） 

 

演題  

『 防災意識の高揚 ～知る・備える・訓練する～ 』 

講師  中津市総務部 防災危機管理課   防災危機管理監 嶋田 浩一 氏 

    元陸上自衛官・地域防災マネージャー・防災士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度中津市介護支援専門員協会総会あいさつ 

                    

本日は、令和６年度中津市介護支援専門員協会総会の開催を心からお慶び申し上げます。 

皆様方には、日頃より介護保険事業及び高齢者福祉行政に対しまして、深いご理解とご

協力をいただき、心より御礼申し上げます。 

さて、我が国の総人口は、減少している一方、令和４年１０月１日現在、65歳以上の高

齢者人口は 3,624万人となり、総人口に占める高齢者の割合は 29.0％に達しました。 

本市においても、高齢者人口及び高齢化率はともに伸び続けており、令和６年３月末日

現在の高齢者人口は 25,541 人、高齢化率は 31.2％となっています。今後は、令和７（2025）

年まで高齢者人口は増加し続ける見込みで、団塊ジュニア世代が 65歳以上となる令和２２

（2040）年には、高齢化率は 32.6％と推計されており、介護ニーズの高い 85歳以上人口が

急速に増加することが予測されています。 

その一方で、生産年齢人口の減少が加速することが見込まれており、介護人材の確保は

大きな課題となっています。こうした中、令和６年度より介護人材の確保及び定着を図る

ため、市内の介護サービス事業所に就職した介護職員や介護支援専門員に対し、就職応援

金等を支給する事業を創設しました。今後も、増加・多様化する介護サービス需要に対応

するため、質の高い介護人材の確保及び業務効率化に取り組んでまいります。 

さて、令和６年３月には、令和６年度から令和８年度までの３年間を事業期間とする「中

津市第９期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画」を策定いたしました。 

「生涯健やかで共に助け合い、生きがいをもって暮らせるまち」を基本理念とし、高齢

者の自立支援・重度化防止に向けた取組み及び地域共生社会の実現に向けた中津市版地域

包括ケアシステムの深化・推進を図り、高齢者がいつまでも健康で生きがいのある生活を

送ることができることを目指すための方針・目標を定めております。今後とも、本計画を

基に介護保険及び高齢者福祉事業の更なる推進に努めてまいります。 

さらに、システムの中核的な役割を担う介護支援専門員の皆様方のご協力のもと、地域

包括ケアシステムの深化・推進に向けて、地域住民・事業者・保険者が一体となって取り

組んでまいりたいと考えておりますので、今後ともご支援ご協力をよろしくお願い申し上

げます。 

結びに、中津市介護支援専門員協会のますますのご発展と皆様方の今後のご健勝をお祈

り申し上げるとともに、本総会開催にあたりご尽力をいただきました関係者に対し、心か

ら感謝と御礼を申し上げまして、私の挨拶とさせていただきます。 

 

中津市福祉部介護長寿課長 加来 由尚 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１号議案 

令和５年度事業報告 

１．運営概況 

令和５年度は例年通り大分県介護支援専門員協会の中津支部として、主任介護支援専門員研修・更新

研修事業の協力と開催。研修事業にも積極的に協力していくことにより、市内だけでなく、県内で活躍

する介護支援専門員の質の向上に向けて活動してきました。また、職能団体として、他の職能団体との

関係作りや、組織を長期的に運営・維持していく為の仕組みづくりに注力致しました。 

中津市介護支援専門員協会の事業としては、質の向上を目的とした年５回の研修の企画と開催。中津

市在宅医療・介護連携推進協議会に参加し、多職種協働のもと地域包括ケアシステム構築の一端を担っ

てきました。 

また、年度を通して、感染症流行に伴い、予防対策としてズーム会議・研修等にて対応させていただ

きました。 

 

２．事業内容 

①総会及び幹事会の開催 

期日 内容 場所 

令和５年   ５月１１日 令和５年度総会 書面決議 ズーム会議：ホスト中央サポート 

      ６月１０日 第 1回幹事会 集合打ち合わせ 

      ７月１１日 第２回幹事会 ズーム会議：ホスト中央サポートセンター 

      ８月 ８日 第３回幹事会 ズーム会議：ホスト中央サポートセンター 

      ９月１２日 第４回幹事会 ズーム会議：ホスト中央サポートセンター 

     １０月１１日 第５回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

     １１月１４日 第６回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

     １２月１２日 第７回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

令和５年  １月１６日 第８回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

２月２１日 第９回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

３月１２日 第１０回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

４月９日   第１１回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

   ５月１4日  第１２回幹事会 ズーム会議：ホストリハビリセンターふれあ館 

研修会の開催 

○第１回研修会 主任介護支援専門員更新研修受講要件対象研修 

日時：令和５年５月１８日（木） １８：３０～２０：００ 

場所：ズーム（たいじゅ）          ５６名参加 

     テーマ：『介護現場の生産性向上に向けて～ケアマネ業務改善と今後の施策～』 

講師  塩田 浩平 氏 

なかつ情報通信開発センター株式会社  作業療法士  

 

○第２回研修会 主任介護支援専門員更新研修受講要件対象研修 

  日時：令和４年１０月２６日（木） １８：３０～２０：００ 

  場所：教育福祉センター（多目的ホール）   ４７名参加 

   テーマ：『家族システム論から家族への支援の視点について考える」』 



     講師 ： 河田 研吉 氏 

     特定非営利活動法人 大分県介護支援専門員協会  

国東中央福祉センター居宅介護支援事業所 主任介護支援専門員 

 

〇第３回 研修会 主任介護支援専門員更新研修受講要件対象研修 

  中津市在宅医療・介護連携推進事業 中津市介護支援専門員協会       

日時：令和５年１２月１８日（月） １９：３０～２０：３０ 

場所：教育福祉センター（多目的ホール）    ６２名参加 

     『ケアマネジメントに関係の深い終活』～中津市版エンディングノート 

    「私のおもいちょっとだけシート』について～ 

     講師：中津市地域包括支援センター三光園 末永 浩二 氏 

 

 〇第１５回 日本介護支援専門員協会 九州・沖縄ブロック研修会 

日時：令和６年 ２月７日（水）      １３:００～１６:３０ オンライン開催 

『令和 6年度介護保険制度改正と法定研修新カリキュラム 

見直しから見るケアマネジャーが担う役割とは！』 ４１名参加 県内１位 

講師：：厚生労働省老健局 認知症施策・地域介護推進課 

講師：株式会社日本総合研究所 創発戦略センター エグゼクティブマネジャー 齊木 大 氏 

 

    ○第４回 研修会 主任介護支援専門員更新研修受講要件対象研修 

 日時：令和５年２月８日（木）  １８：３０～２０：００ 

場所：教育福祉センター（多目的ホール）  ２７名参加 

『地域包括ケアの構築から地域共生への深化』 

講師：大分県副知事 吉田一生 氏  

 

〇第５回 研修会 主任介護支援専門員更新研修受講要件 

 日時：令和５年２月２７日（火）  １４：００～１６：００ 

場所：Zoomによるオンライン開催      １１名参加 

『あなたの必要とする 社会資源について』 

講師：日田・中津・宇佐高田 3協会合同研修 講師 安永 智和氏 日田市社会福祉協議会 課長 

江藤 武彦氏 日田市社会福祉協議会 日田市第一層生活支援コーディネーター 

③組織体制 

    ・正会員         １０５名   

    ・賛助会員（個人）     ６名 

         （団体）    ３６団体 

組織力の維持には会員増加が必須であるが、正会員が所属事業所の退職に伴い減少している。 

今後、介護支援専門員の不足は深刻であり、正会員数もそれに伴い、減少すると思われる。 

人材の創出は必須である。幹事の協力により、賛助団体の協力依頼している。 

賛助団体（順不同） 

1 中津市医師会 

2 中津歯科医師会 

3 中津薬剤師会 



4 医療法人 杏林会 村上記念病院 

5 医療法人 慈仁会 酒井病院 

6 社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団 いずみの園 

7 株式会社 ハッピーライフ福祉用具センター 

8 株式会社ジャストライト 介護相談支援センター ケア・ラボ 

9 医療法人社団 中津胃腸病院 

10 特定非営利活動法人 地域リハビリネットワークの会訪問看護ステーション「リハビリ倶楽部樹の子」 

11 医療法人 三光会 介護老人保健施設 三光園 

12 株式会社 エスティーエスユナイテッド 

13 特別養護老人ホーム かえで 

14 株式会社リーフ 

15 有限会社オーツー 

16 株式会社 セカンドケア 

17 株式会社 ハタベコンビニエントサービス 

18 社会福祉法人 中津市社会福祉協議会 

19 有限会社 中津葬儀社 

20 株式会社 たっちあっぷ 

21 株式会社 エヴァ・ライフ ベストケア宇佐 

22 合同会社 未来 ケアプランセンターめぐみ 

23 有限会社 共立ケアサポート 

24 レオン 

25 株式会社ナガヨシ 

26 訪問美容マリン 

27 株式会社シダー  

28 なかつ情報通信開発センター株式会社 

29 株式会社 やさしい手  

30 トップフィールド株式会社 かいご屋  

31 有限会社 藤本調剤薬局 

32   有限会社 ケンコー 

33   (株）サンハーモニーグループデイサービス え～る  

34   Will訪問看護リハビリテーション 

35   介護相談所 たいじゅ 

36   松尾社会福祉士事務所 

賛助団体会員特典 

※１ 年間３回の研修会を開催。団体会員様の参加人数については研修毎の定員を考慮してその都度通

知。 

※２ 賛助団体会員様からの情報（施設など空床情報や講演会など）を会員（個人会員 約１００名、

賛助団体会員３６団体）へ発信。 

※３ 中津市内の居宅介護支援事業所１９事業所、小規模多機能事業所３事業所、中津市包括支援セン

ター５事業所に所属する介護支援専門員と、特別養護老人ホームやグループホームなどに所属する介護

支援専門員との連携や顔の見える関係づくりが出来る機会を提供 

※４ 適宜、日本介護支援専門員協会・大分県介護支援専門員協会からの情報を提供 



④情報提供 

    ・メールでの情報の伝達。事務局業務負担の軽減と経費節減を行う。 

また、大分県介護支援専門員協会のホームページ上には多くの情報が掲載されている為、 

引き続き中津市協会でも周知を行う。☆JCMAメールマガジン 日本介護支援専門員協会  

事務局 jcma.net@jcma.or.jp 

 

⑤特定非営利活動法人 大分県介護支援専門員協会との連携及びその他会議 

期日 内容 摘要 

令和５年  ５月３０日 大分県介護支援専門員協会 理事会 栗原 

     ６月１０日 大分県介護支援専門員協会 総会 高野 栗原 

６月３０日 中津市介護保険運営協議会 栗原 

７月 ６日 包括運営協議会 高野 

７月１３日 認知症初期集中支援チーム検討委員会 高野 

７月１４日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 高西 

７月１５日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

７月２５日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

７月２６日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

８月 ４日 令和５年度大分県自殺対策連絡協議会 栗原 

８月 ５日 なかつ広域がん化学療法学びのすすめ 高野 高西 11 名 

８月１８日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

８月１９日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

８月２３日 豊の国こころのホッとサポーター研修 栗原 ファシリ 

８月２６日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

８月２９日 中津市高齢者虐待防止運営委員会 栗原 

９月１５日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

９月１５日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 高西 

９月２５日 中津市介護保険運営協議会 栗原 

９月２９日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

９月２９日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 高西 

１０月 ６日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 野中 

１０月１１日 適切なケアマネジメント手法 大分市 CM 協 大分市 18 名 

１０月２８日 主任介護支援専門員更新研修設営・運営 高西 野中 

１１月 ７日 令和５年度大分県自殺対策連絡協議会 栗原 

１１月１９日 大分県介護支援専門員協会 理事会 高野 

１１月２１日 豊の国こころのホットサポート養成研修会議 栗原 

１１月２４日 中津市介護保険運営協議会 栗原 

１２月 ５日 豊の国こころのホットサポート養成研修 栗原 ファシリ 

１２月 ９日 主任介護支援専門員研修設営・運営 栗原 

１２月１０日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

１２月２１日 中津市介護保険運営協議会 栗原 

mailto:jcma.net@jcma.or.jp


令和５年  １月１３日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

１月１４日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

１月２０日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

１月２１日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

２月 ３日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

２月 ６日 介護保険運営協議会 栗原 

２月 ８日 包括運営協議会 高野 

２月１０日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高西 栗原 高野 

２月１３日 北部圏域精神障害・地域包括システム会議 栗原  

２月１６日 令和５年度大分県自殺対策連絡協議会 栗原 

２月２８日 中津市高齢者虐待防止運営委員会 栗原 

２月２８日 北部圏域難病患者療養支援検討会 高野 

３月 ２日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

３月１６日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

３月１７日 主任介護支援専門員研修設営・運営 高野 栗原 

３月２１日 認知症初期集中支援チーム検討委員会 高野 

３月２３日 大分県介護支援専門員協会 理事会 栗原 

高野 18 野中 10 高西 6 栗原 28 延べ 62会議・設営・県協会への協力 

○中津市 

・中津市介護保険運営協議会・中津市地域包括支援センター運営協議会 

・中津市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会・中津市在宅医療・介護連携推進協議会 

    ○北部保健所 

・北部圏域在宅医療・介護連携推進会議 北部難病支援検討会 

  ○中津市地域包括支援センター 

   ・認知症初期集中支援チーム委員 〇大分県自殺対策連絡協議会 R07まで  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

収入決算額　 1,784,358

支出決算額　 1,292,376

収支差額 491,982

単位：円

予算 決算 差額 摘要

会費収入 1,455,000 1,419,000 △ 36,000

0

預金利子 0 6 6 預金利息　

その他収入 0 3,440 3,440 非会員研修費  会場返金440円

前年度繰越金 347,239 361,912 14,673 現金→通帳へ

現金記帳 14,673 △ 14,673

1,816,912 1,784,358 △ 17,881

735,912 325,862 △ 410,050

旅費 250,000 227,250 △ 22,750
県協会総会、理事会、スタッフ参加等　主任ケアマ更新・現任

研修設営

交際接待費 20,000 20,500 10.18 講師接待

交通宿泊費 0 9,500 10.18 講師宿泊

研修費 100,000 67,400 △ 32,600 講師謝礼、会場使用料

会議費 4,000 1,212 △ 2,788 研修御茶代

予備費（繰越） 361,912 0

1,081,000 966,514 △ 114,486

会費 848,000 843,000 △ 5,000 日本協会、県協会会費　105

通信費 30,000 84 △ 29,916 切手代

印刷費 3,000 0 △ 3,000

消耗品費 10,000 550 △ 9,450 金銭ノート・のり・領収書

役員報酬 100,000 100,000 0 代表幹事、事務局

備品費 70,000 22,110 △ 47,890 ズーム更新

予備費 20,000 770 △ 19,230 手数料

雑費 0

1,816,912 1,292,376 △ 524,536

令和6年3月31日

中津市介護支援専門員協会

 代表幹事　　高野　聖士

本年度余剰金　 491,982 円を令和6年度へ繰越とすることを提案致します。

繰越金明細 金額 491,982 円

内訳 銀行預金 491,982 円

備考 大分銀行中津支店　（普）5417857

令和5年度余剰金処理案

支
出

事業費

事務局費

収入計

支出計

令和５年度 決算報告

項目

収
入

会費収入 正会員105名（継続89名　新規16名）

キャンペーン14名

賛助団体 36名

賛助個人6

退会17名雑収入

第２号議案



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３号議案 

 

役員改選（案） 

役職 令和５年度 

代表幹事 

・県理事 

高野聖士 ケアプランセンター三光・本耶馬渓 

副代表幹事 高西保行 村上指定居宅介護支援事業所 

大分県介護支援専門員協会 協力員 

副代表幹事 五十川 順 中津市地域包括支援センター創生園 

事務局 栗原洋一 いずみの園リハビリセンターふれあい館 

幹事 仲山昌宏 地域包括支援センター三光園 

幹事 田中恵 ケアプランセンターめぐみ 

幹事 林翔子 中津市地域包括支援センター 村上 

幹事 中西由美 グループホーム和田の杜 

監事 野中宏晃 介護相談所たいじゅ 

監事 袖澗大地 ハッピーライフ福祉用具センター 

 

 

役職 令和６年度 

代表幹事 

・県理事 

高野聖士 中津市地域包括支援センター社協 

副代表幹事 高西保行 村上指定居宅介護支援事業所 

大分県介護支援専門員協会 協力員 

事務局 栗原洋一 中津市障がい者等基幹相談支援センター 

幹事 恵良大介 介護相談センターリンク 

幹事 田中恵 ケアプランセンターめぐみ 

幹事 林翔子 中津市地域包括支援センター 村上 

幹事 中西由美 グループホーム和田の杜 

監事 袖澗大地 ハッピーライフ福祉用具センター 

監事 野中宏晃 介護相談所たいじゅ 

 

役職  

外部幹事 古川 信房 ふるかわメディカルクリニック 

外部幹事   

 

 

 

 

 



第４号議案 

事務局の設置 

 

本会規約第１２条に基づき、事務局を設置する。 

事務局 中津市障がい者等基幹

相談支援センター 

中津市沖代町 1－1－11 教育福祉セン

ター内 
Tel:0979-26-1555 

 

第５号議案 

令和６年度事業計画 

 

 １．基本方針 

介護支援専門員の職能団体として、役割や存在意義を見出せるよう、賛助団体との連携や会員数の確

保、人材の発掘、若手創出に向け組織力の強化を図ります。社会構造や変革していく制度、多様なニー

ズに対応し、公正中立なケアマネジメントを継続するために、他業種多職種との連携や研修等の企画を

通じさらなる質の向上を目指していきます。また、介護支援専門員が魅力ある職種であることを皆で発

信し、次世代を担える体制づくりを行っていきます。 

当協会の安定した運営と維持、存続についても課題が多く、特に役員確保については各会員、所属事

業所の協力が必須であり、介護支援専門員協会と地域・医療・福祉全体の「つなぎ役」として取り組み

ます。 

 

２．実施事業及び事業内容 

  ①連携の強化（保険者、関係機関との連携） 

    医療機関・保険者との連携・協力 

  ②研修会の開催（ケアマネジメント能力の向上） 

    研修会（年３回程度）賛助団体との協力 

  ③組織強化と協会の運営（入会促進、総会・幹事会の開催、事務局の運営） 

    会員数の確保・幹事会の定期開催等 

  ④情報提供（最新の情報収集と伝達、活動報告） 

    Ｅメール、ＦＡＸを使用した情報の伝達 

情報の提供や活動状況の報告、研修案内などの告知、 

地域資源の紹介（随時） 

  ⑤日本介護支援専門員協会及び大分県介護支援専門員協会との連携・協力 

    活動の参加協力、支部としての役割構築 

 

 

 

 

 

tel:0979-26-1555


中津市介護支援専門員協会規約 （案） 

【名称】 

第１条   本協会は中津市介護支援専門員協会と称する。 

【目的及び設置】 

第２条 介護保険法に規定する介護支援専門員の業務の重要性に鑑みその理論の確立と専門的技能の

研鑽、並びに相互理解と連携を図り、もって介護支援を必要とする人々の生活と権利を擁護し、当地

域における社会福祉の増進に寄与する事を目的として、中津市介護支援専門員協会（以下「協会」と

いう）を設置する。また本協会は特定非営利活動法人大分県介護支援専門員協会中津支部として日本

介護支援専門員協会及び特定非営利活動法人大分県介護支援専門員協会の活動に協力していくもの

とする。 

【事業】 

第３条   協会は第 2 条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

       ①介護支援サービスを必要とする人々の生活と権利の擁護に関すること 

       ②介護支援専門員の倫理資質の向上に関すること。 

       ③介護支援専門員の職務に関する知識及び技能の向上の為の研修に関すること。 

       ④介護支援専門員相互の理解と連携に関すること。 

       ⑤介護支援専門員の資格制度に対する社会の理解に関すること。 

       ⑥医療・保健・福祉等の関係団体並びに事業者との連携に関すること。 

       ⑦日本介護支援専門員協会並びに大分県介護支援専門員協会支部活動に関すること。 

       ⑧その他目的達成のために必要と認められること。 

【会員】 

第４条   会員は次のとおりする。 

       ①正会員 協会の事業に賛同し、介護支援専門員の資格を有している個人 

※当協会正会員として入会した者は同時に日本介護支援専門員協会、大分県介護支援

専門員協会に加入となる。 

②賛助会員 協会の事業に賛同し、入会した個人及び団体 

【入退会】 

第５条   本協会の入会は、所定の入会申込書を記入の上、事務局に提出するものとする。 

２   本協会の退会は、所定の退会届出書を記入の上、事務局に提出するものとする。 

【会費】 

第６条   年会費は次のとおりとする。 

入会金        １，５００円 

正会員       １０，０００円 

内訳 日本介護支援専門員協会： ５，０００円 大分県介護支援専門員協会：３，０００円 

    中津市介護支援専門員協会：２，０００円 

賛助会員個人     １，０００円 

賛助会員団体    １０，０００円 

【役員】 

第７条   協会に次の役員を置く。 

①幹事 12 人以内・監事 2 人。 

②幹事は、協会の正会員の中から選出する。 

       ③幹事の互選により、代表幹事 1 人、副代表幹事 2 人以内を選出し総会の承認を受け



る。 

       ④監事は、正会員の中から選出し、総会の承認を受ける。 

       ⑤外部幹事を医療・保健・福祉の学識経験者より若干名選出する。 

【役員の任期】 

第８条  代表幹事の任期は 2 年とし、幹事、監事の任期は１年とする。ただし、補欠の役員の任期

は前任者の残存   

期間とする。なお、再任は妨げない。 

【役員の職務】 

第９条   代表幹事は、協会の会務を総括する。 

  ２   副代表幹事は、代表幹事を補佐し、必要あるときは、その職務を代理する。 

  ３   幹事は、幹事会を持ち、総会に提案する議題及び協会の運営全般について審議する。 

  ４   監事は、協会の会計を監査し、総会に報告する。 

  ５   外部幹事はその知識をもって、必要に応じて協会の活動に対し、指導、助言を行う。 

【役員の報酬及び日当】 

第１０条  役員の報酬及び日当は、実情に応じた金額を提案し、総会の承認を受ける。 

【幹事会】 

第１１条  協会の運営について必要な事項が生じたときは、幹事会をもって決定する。ただし、軽易

な事項は代表幹事が決定し、これを幹事会に報告する。 

  ２   幹事会は、代表幹事が召集し、その議長にあたる。 

  ３   幹事会は、幹事総数の３分の２以上の出席により成立し、出席者の過半数によって議決す

る。 

【総会】 

第１２条  総会は、第４条の会員をもって構成する。 

  ２   総会は、代表幹事が召集し、議長は出席者の中から選出する。  

  ３   総会は、会員の半数以上の出席により成立し、出席者の過半数によって議決する。 

【事務局】 

第１３条  協会の事務局は、代表幹事の指定する事業所におく。 

 

附則   この規約は平成 12 年 12 月 21 日から施行する 

附則   この規約は平成 14 年 2 月 28 日から施行する 

附則   この規約は平成 17 年 4 月 14 日から施行する 

附則   この規約は平成 18 年 4 月 19 日から施行する 

附則   この規約は平成 24 年４月 18 日から施行する 

附則   この規約は平成 25 年 4 月 17 日から施行する 

附則   この規約は平成 27 年 5 月 13 日から施行する 

附則   この規約は平成 28 年 11 月 30 日から施行する 

附則   この規約は平成 29 年 5 月 17 日から施行する 

附則   この規約は令和元年 5 月 22 日から施行する 

附則   この規約は令和 2 年 7 月 8 日から施行する 

附則   この規約は令和 6 年 4 月 1 日から施行する 

 

 



収入予算額　 1,913,982 0

支出予算額　 1,913,982

単位：円

前年度予算 本年度予算 差額 摘要

会費収入 1,455,000 1,422,000 ▲ 33,000
正会員106、賛助団体
39、賛助個人5

10000 106 1060000

0 0 10000 39 390000

預金利子 0 0 0 預金利息 0

その他収入 0 0 非会員研修会参加費 1000 5 5000

前年度繰越金 361,912 491,982 130,070 往復　高速 1455000

1,816,912 1,913,982 97,070 8000

735,912 865,982 130,070

旅費 250,000 250,000 0 県協会総会、理事会、会議、スタッ
フ参加等　主任ケアマネ設営 31 20000 4

交際接待費 20,000 20,000 0 248000 3000 4

研修費 100,000 100,000 0
講師謝礼、会場使用
料、資料代等

92,000

会議費 4,000 4,000 0 会場使用料、御茶代

予備費 361,912 491,982 130,070 5000 25

1,081,000 1,048,000 ▲ 33,000 4000 25 225000

会費 848,000 843,000 ▲ 5,000
日本協会、県協会会費
106

8000 106 848000

通信費 30,000 20,000 ▲ 10,000 切手代、電話料、ネット回線、FAX
料等

印刷費 3,000 2,000 ▲ 1,000 資料印刷等

消耗品費 10,000 5,000 ▲ 5,000
封筒、ファイル、コピー
用紙等

報酬 100,000 138,000 38,000
役員各5万（代表幹事、
事務局）日当

繰越

備品費 70,000 30,000 ▲ 40,000 ズーム更新・ビデオカメラ
等

98838

予備費 20,000 10,000 ▲ 10,000 手数料等 予備

1,816,912 1,913,982 97,070 10,000

108,838

100000

184,000

80000

12000

92000

125000

令和6年度会計予算

収入計

支出計

支
出

事務局費

収
入

項目

事業費

会費収入

雑収入

第６号議案

 



令和 6年 5月 11日 

中津市介護支援専門員協会 幹事各位 

中津市介護支援専門員協会 会員各位 

賛助団体 各位  

中津市介護支援専門員協会 

代表幹事 高野 聖士 

 

 

 

令和６年度 中津市介護支援専門員協会 総会 

書面決議報告について 

 

 

 

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。さて、本年度の総会について、書面

決議にご協力いただきまして、ありがとうございます。 

令和６年５月１０日を締め切りとしてご提出いただきました書面決議について、結果を下

記の通り報告します。 

 

記 

 

 

≪令和６年度 書面決議 議決結果≫ 

 

令和６年度 中津市介護支援専門員協会総数１０５名中、７３名にご提出をいただきまし

たので、総会条件である２分の１以上の数を満たす結果となしました。 

 

議決の表決 

令和６年度総会資料 

賛成 ７０名   反対２名 無効１名  

 

すべての議案について、中津市介護支援専門員協会規約 「第１２条の３」に基づき、２

分の１以上の賛成をもって可決されました。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


